
ゲノム編集技術を利用して
得られた食品等に関する

意見交換会

ゲノム編集技術とは

1本資料は農研機構の資料を一部改変して使用

育種とは

2

生物のもつ遺伝的性質を利用して、利用価値
の高い作物や家畜の新種を人為的に作り出し
たり、改良したりすること。交雑法・突然変
異法やバイオテクノロジーの利用などの方法
がある。品種改良。 weblio事典より,一部改変

変異の拡大 選抜

新たな育種系統の作出
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品種改良（育種）とは

作物に新たな性質を加えて改良すること

害虫抵抗性
機能性成分耐病性

環境ストレス
耐性
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高品質

品種改良の流れ
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育種目標の設定

遺伝資源の探索

交配

選抜・遺伝的固定

新品種

育種目的にあった育種素材がない
場合、新たに作り出す必要がある。

耐病虫性、環境ストレス耐性
品質向上など

変異の拡大（変異の創出）
交雑、突然変異、胚培養、

細胞融合、遺伝子組換え、ゲノム編集技術

参考文献：Bringing New Plant Varieties to Market: Plant Breeding 
and Selection Practices Advance Beneficial Characteristics
while Minimizing Unintended Changes
(Glenn et al. Crop Science 2017 57:2906-2921)

(平成30年12月18日新開発食品調査部会「資料1 新たな育種技術について」を一部改編)



突然変異を利用した育種
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変異が起こる場所によって、
生物の性質が変わることがある。
これが突然変異の基になる。
その確率は10万～100万分の1

様々な理由でDNAが切れることは頻繁に起こっている。
生物は切れても元通りにするが、たまに修復ミスが起こる。

まれに修復ミスがおこると
DNAに変異がおこる

その他、細胞分裂時にDNAのコピーミスが起こり、
突然変異が起こることもある。

くらしとバイオプラザ21の資料より

ゲノム編集とは

切断部位に欠失・挿入・塩基置換が
導入できる

① 標的変異

欠失

挿入 塩基置換

遺伝子の望むべき部位に欠失・挿入・
塩基置換・モチーフ交換が誘導できる

② 標的組換え
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SDN-1
（数塩基の欠失・挿入）
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お手本を使わないDNA修復 お手本を使うDNA修復

標的遺伝子の切断

SDN-2
（数塩基の置換）

SDN-3
(遺伝子導入)
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目的配列によって、
この20bpは変更される

sgRNA

PAM配列

CRISPR/Cas9システムによるゲノム編集
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Cas9

農作物の細胞

標的遺伝子と相同的な
配列に一部変異を導入
したDNA

＋

導入

標的遺伝子と相同的な
配列に有用遺伝子(数百
～数千bpの塩基配列)を
導入したDNA

導入 導入

＋

農水省の資料を一部改編

（注）植物の場合、タ
ンパク質等を直接導入
しにくいため、人工制
限酵素遺伝子を導入す
ることが多い。そのた
め後代において人工制
限酵素遺伝子を含まな
い個体を選抜･育成

SDN-1 SDN-2 SDN-3

人工制限酵素
遺伝子

標的遺伝子
を切断

数百～数千bp

有用遺伝子

ゲノム編集技術の分類

８



人工制限酵素をコードするDNAをゲノムに挿入し、
ゲノム編集が達成された後代で外来遺伝子が抜けた個体を選抜する。

ゲノム編集後の育種過程（継代、選抜）と遺伝型

ゲノム編集を行った
作物等（Ｆ０世代）

これらは選抜しない
これを選抜する

手法としては
遺伝子組換え

もしオフターゲットが入っても・・・

継代後の世代
（Ｆｎ世代）

育種過程（継代操作を繰り返すことで後代における分離）
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ジャガイモの芽や緑色の部分にはソラニンという
毒素が作られ、食中毒の原因となる。

ソラニンの合成過程で働く酵素
遺伝子にゲノム編集で変異を起こす

ソラニンをほとんど作らない
ジャガイモ

ゲノム編集で開発中のもの
食品をより安全にするために
（例） 芽が出ても安心ジャガイモ
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